
「湖に星の散るなり」と「時潮の波の」 
 

歌詞に見る「うるわしきまことの道」の意味
するもの 



一高寮歌を始め、旧制高校の寮歌には護国調の寮歌

が多いが、恵迪寮寮歌に護国調の思想詩は少ない。

あっても叙景詩・抒情詩の一部、哀調を帯び勇まし

くない。 

「湖に星の散るなり」はその例である。 

1番 抒情詩、叙景詩 

2番の「新しき使命（戦時の国民の使命）に捧ぐ幸」と護

国詩的表現があるが、 

「忍苦して欣求るところ得べくして得べからざりし 秀

麗はしきまことの道ぞ近くして遙かなる哉」：得られそ

うで得られない「秀麗はしきまことの道」とは 

3番「栄光あれ祖国の命」「我が民族」（護国詩的文言） 

4番「国民の重き責任」「征覇のいくさ」（護国詩的）に

ついで、「失わじ高きが矜持 護り来し伝統の法火浄ら

かに燃え熾る」「継ぎ行かな来ん若人に」何を求め、何

を大切にし、何を護り伝えようとしたのか。 

 

この年、日本は米国に宣戦布告 





「時潮の波の」は5年前の「湖に星の散
るなり」を受けている。 
 
5番：「伝統の篝火」 「湖に星の散る
なり」の4番には「伝統の法火」 
 
「結」：「求めつつ得べからざりし 
うるわしき真理の道は はろかなり我
らが前途 進まざらめや」 
 
「湖に星の散るなり」2番の「忍苦して
欣求るところ得べくして得べからざり
し 秀麗はしきまことの道ぞ近くして
遙かなる哉」と重なる。戦時の「湖」
では「遥かなる哉」と慨嘆で終わって
いるが、戦後の「時潮」では「進まざ
らめや」でおわる。進むことができる
時代になったので、進もう。 
 
彼らは何を後輩に伝え、何に向かって
進もうとしたのか。 
それは、言わずと知れた札幌農学校の
伝統精神、「貴き野心の訓え」であろ
う。 
 


